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平成３０年２月９日(金)、前橋テルサ【けやきの間】にて、平成２９年度賀詞交歓会及び第３回講演会が開催され

た。今回は太田市美術館・図書館の構造設計を手掛けた、Arup Japan 伊藤潤一郎氏に『構造デザイン』をテ

ーマに講演をして頂いた。

講演会に先立ち、現地見学会を開催し、伊藤氏に、設計のポイントや施設の見どころなどを現地で説明して頂

いた。

講演会は太田市美術館・図書館の他、伊藤氏が手掛けた数々の作品を、設計及び工事監理時の苦労等交え

ながら紹介して頂いた

講演会終了後の賀詞交歓会にも伊藤氏には参加して頂き、会員・賛助会員総勢84人で和やかな雰囲気で懇

親会が行われた。

① 目的

「太田市美術館・図書館」は、立体的に絡み合った複雑な空間構成で、国内でも注目の作品です。

３D 空間でのみ考えることができる形状・構成・ディテールは 20 世紀の建築にはなかったもので、コンピュータ

の卓越した計算能力と、それを日常の道具として扱う感受性と実戦性があって初めて可能になった建築と評さ

れています。この作品の構造設計者で第１２回日本構造デザイン賞（日本構造家倶楽部）を受賞された伊藤潤

一郎氏（ARUP）を講師としてお迎えし、この作品をはじめとする新時代の構造設計について学びます。


